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◆アルキン化合物を出発物質とするビニルフルオロアルカンスルホナート化合物の
新規な製造方法、特にアルキン化合物からフルオロアルカンスルホン酸無水物を
用いてビニルフルオロアルカンスルホナート化合物を製造する方法に関する。
◆医薬、農薬品などの開発に有用なビルディングブロックである３,３,３－トリフルオロ 
メチル－１－アリールアルケン－１－イル トリフルオロメタンスルホナート及びその
類縁化合物を安価かつ遷移金属触媒を用いずに製造することができる。
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発明の名称：

ビニルフルオロアルカンスルホナート化合物の製造方法  

利用・用途・応用分野

医・農薬中間体や液晶材料の原料製造

目的・課題 解決ポイント

医薬、農薬品などの開発に有用なビルディ
ングブロックである３,３,３－ト リフルオロメ
チル－１－アリールアルケン－１－イル
トリフルオロメタンスルホナート 及びその類

縁化合物を安価かつ遷移金属触媒を用い
ないで製造する方法の開発を目的とする。

◆フルオロアルカンスルホン酸無水物を
 フルオロアルキル源及びフルオロ アル
カンスルホナート化剤とするアルキンの
二官能基化反応について鋭意検討の
結果、ア セトニトリルを溶媒とし１,４－ジ
アザビシクロ[２.２.２]オクタン (ＤＡＢＣＯ）
を塩基として添加した場合、特異的に反
応が進行することを見いだし、本発明を
完成するに 至った。
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［式中、各Ｒは、それぞれ独立して水素原子、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、Ｃ３～Ｃ１０シクロアルキル基、置換基を

有していてもよいＣ６～Ｃ１０アリール基、置換基を有していてもよい５～１０員のヘテロアリール基等を示す。］で
表されるアルキン化合物と式（ＩＩ）

（ＲｆＳＯ２）２Ｏ （ＩＩ）
（式中、ＲｆはＣ１～Ｃ１０フルオロアルキル基を示す）で表されるフルオロアルカンスルホン酸無水物を多環式三級
アミン及びアセトニトリルの存在下で反応させることを特徴とする式（ＩＩＩ）

（式中、Ｒは式（Ｉ）における定義と同様であり、ＲｆはＣ１～Ｃ１０フルオロ  
アルキル基を示す。波線はトランス又はシスのいずれか、あるいは
それらの混合物であることを示す）で表されるビニルフルオロアルカン
スルホナート化合物の製造方法
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